
令和６年度を振り返って

　令和６年度は、ブロック予選の区分け再編に県大会の
会場変更という大会運営に関して大きな変化のあった年
であった。
　ブロック予選の区分けに関しては、北部ブロックと筑
豊ブロックを合併した。この案件は、私が県の役員となっ
た10年前から会議のたびに議題としてあがっていたもの
である。今までは予選通過の人数を調整することによっ
て中部ブロック、北部ブロック、南部ブロック、筑豊ブ
ロックという４ブロックのバランスを保ってきた。しか
し、筑豊ブロックの参加人数の著しい減少に伴って、予
選自体を実施することが困難になり、北部ブロックと筑
豊ブロックの合併という結論に至った。
　合併したことにより、会場までの移動距離の問題や
シード権の移行問題は発生したが、前年度末に専門部と
顧問の先生方との会議の場を設け、説明と意見交換をす
ることによって、円滑な合併へとつながった。県全体を
俯瞰した際には、中部、南部、北部・筑豊の３ブロック
となったことによって、予選通過レベルの格差が是正さ
れるというメリットもあった。
　また、県大会の会場に関しては、ここ数年は男女別会
場とし、男子は久留米市、女子は福岡市で開催してきた。
しかし、運営スタッフや審判役員の人数確保の観点から、
安定した大会運営のために福岡市にある今津運動公園テ
ニスコートで男女ともに実施することとした。
　10年前は一会場で実施していたが、大会終了時刻が19
時頃になっていた現状があり、負担軽減のために男女別
会場という選択をした。今回、同一会場での実施に際し
て、同じ状況にならぬよう２つの対策を行った。
　１つ目は参加校、参加ペア数の制限である。学校対抗
戦については男女各20校から16校へと変更した。また、
個人戦の参加ペア数は80ペアから64ペアに変更した。こ
の変更により、トーナメントのシード権がより適切に反
映される状況となった。
　２つ目は会場使用コート面数の増加である。福岡市の
取り決めで、一般利用客への配慮のため、18面あるコー
トのうち、大会で使用できる上限は12面であった。その
ため、高体連事務局の大渕理事長や福岡市教育委員会、

福岡市役所の関係職員の方々に多大なるご尽力を賜り、
16面での大会運営が実現した。これによって、コート上
での大会運営は円滑に進めることができたが、コート外
での大会運営に問題が発生した。その問題は駐車場の飽
和である。大会日程が他競技とも重なり、今津運動公園
の駐車場に停められない車が出てしまった。そのため、
新人大会の際には各ブロックでの乗り合わせでの来場や
注意喚起を徹底し、改善することができた。
　さて、上記の通り、様々な変更が生じたブロック予選
と県大会であったが、運営にあたった役員の先生方や各
学校の顧問の先生方、生徒たちの協力によって無事に開
催され、全国、九州大会をかけた熱い戦いが展開された。
　男子は大牟田高校が昨年度の雪辱を果たし団体戦で優
勝し、全国大会出場を果たした。女子団体でも中村学園
女子高校が激戦を制し、全国大会出場を果たした。両校
とも全国大会では上位進出とはならなかったが、今後に
つながる貴重な経験となったことであろう。個人戦では
男子で大牟田高校の武藤・吉田ペアが優勝し、九州大会
でも準優勝する活躍を見せてくれた。全国高校総体では
結果こそ残せなかったが、良い経験となっただろう。ま
た、女子においては、優勝した中村学園女子の岩隈・安
保ペアがハイスクール・ジャパンカップという全国選抜
大会で準優勝する快挙を成し遂げた。
　新人大会では、男子団体戦において城南高校が平成元
年の朝倉高校以来振りとなる公立高校としての優勝を飾
り、その勢いのまま九州大会４位入賞を果たし、全国選
抜大会出場を決めた。
　女子団体戦においては中村学園女子高校が優勝し、九
州大会３位入賞を果たして全国選抜大会出場を決めた。
また、個人戦では長谷部・長島ペア（中村学園女子）が
九州大会入賞を果たした。

ソ フ ト テ ニ ス

　ソフトテニス専門委員長
福岡県立小倉高等学校　徳　茂　廣志郎
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【学校対抗の部】
〔男子〕
　　第１位　大 牟 田 高 等 学 校
　　第２位　城 南 高 等 学 校
　　第３位　東 福 岡 高 等 学 校
　　第４位　筑 紫 台 高 等 学 校
　　第５位　福岡工業大学附属城東高等学校
　　　　　　新 宮 高 等 学 校
　　　　　　青 豊 高 等 学 校
　　　　　　八 女 工 業 高 等 学 校

〔女子〕
　　第１位　中 村 学 園 女 子 高 等 学 校
　　第２位　福 岡 女 子 高 等 学 校
　　第３位　青 豊 高 等 学 校
　　第４位　誠 修 高 等 学 校
　　第５位　福 翔 高 等 学 校
　　　　　　博 多 女 子 高 等 学 校
　　　　　　城 南 高 等 学 校
　　　　　　小 倉 南 高 等 学 校

【個 人 の 部】
〔男子〕
　　第１位　武　藤・吉　田（大　牟　田）
　　第２位　西小路・山　田（東　福　岡）
　　第３位　　林　・日　余（福　　　岡）
　　第４位　中　山・　谷　（筑　紫　台）
　　第５位　伊　藤・帆　足（東　福　岡）
　　　　　　佐　藤・入　口（東　福　岡）
　　　　　　山　口・山　口（城　　　南）
　　　　　　大　薮・　林　（城　　　南）

〔女子〕
　　第１位　岩　隈・安　保（中村学園女）
　　第２位　吉　宗・大小原（中村学園女）
　　第３位　渡　邊・児　玉（誠　　　修）
　　第４位　水　野・佐　伯（中村学園女）
　　第５位　森　永・吉　崎（青　　　豊）
　　　　　　栗　原・福　永（誠　　　修）
　　　　　　岩　下・中　島（誠　　　修）
　　　　　　長谷部・長　島（中村学園女）

大会名　令和６年度福岡県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技会
　　　　（兼　全国高等学校総合体育大会・全九州高等学校体育大会　福岡県予選）
期　日　令和６年５月25日（土）、26日（日）、６月１日（土）
会　場　今津運動公園
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【学校対抗の部】

大会名　令和６年度福岡県高等学校新人ソフトテニス競技大会
　　　　（兼　全九州高校新人ソフトテニス競技大会　福岡県予選）
期　日　令和６年10月19日（土）、20日（日）、26日（土）
会　場　今津運動公園

【個 人 の 部】

〔男子〕
　　第１位　城 南 高 等 学 校
　　第２位　筑 紫 台 高 等 学 校
　　第３位　東 福 岡 高 等 学 校
　　第４位　大 牟 田 高 等 学 校
　　第５位　小 倉 工 業 高 等 学 校
　　　　　　新 宮 高 等 学 校
　　　　　　福 岡 魁 誠 高 等 学 校
　　　　　　福岡工業大学附属城東高等学校

〔女子〕
　　第１位　中 村 学 園 女 子 高 等 学 校
　　第２位　誠 修 高 等 学 校
　　第３位　福 岡 女 子 高 等 学 校
　　第４位　福 翔 高 等 学 校
　　第５位　城 南 高 等 学 校
　　　　　　博 多 女 子 高 等 学 校
　　　　　　伝 習 館 高 等 学 校
　　　　　　小 倉 南 高 等 学 校

〔男子〕
　　第１位　藤　野・東　條（東　福　岡）
　　第２位　岸　川・帆　足（東　福　岡）
　　第３位　中　山・中　島（筑　紫　台）
　　第４位　比　嘉・濵　田（東　福　岡）
　　第５位　𠮷　田・家　永（浮　羽　工）
　　　　　　山　口・山　口（城　　　南）
　　　　　　中　岡・前　島（東　福　岡）
　　　　　　太　田・川　波（東　福　岡）

〔女子〕
　　第１位　長谷部・長　島（中村学園女）
　　第２位　栗　原・福　永（誠　　　修）
　　第３位　奥　野・　星　（博 多 女 子）
　　第４位　　原　・古　賀（誠　　　修）
　　第５位　　泉　・髙　村（誠　　　修）
　　　　　　秋　光・中　野（青　　　豊）
　　　　　　髙　松・村　尾（城　　　南）
　　　　　　　林　・　南　（中村学園女）
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順位 学　　　校　　　名

１ 小 倉 工 業 高 等 学 校

２ 真 颯 館 高 等 学 校

３ 鞍 手 高 等 学 校

４ 門 司 大 翔 館 高 等 学 校

順位 選　手　名 学　校　名

１ 安　東・髙　橋 青 豊

２ 柴　田・篠　原 真 颯 館

３ 古　田・塩　安 門 司 大 翔 館

４ 田　元・嘉　茂 鞍 手

順位 学　　　校　　　名

１ 小 倉 南 高 等 学 校

２ 青 豊 高 等 学 校

３ 北 九 州 市 立 高 等 学 校

４ 嘉 穂 高 等 学 校

順位 選　手　名 学　校　名

１ 柴　崎・美　馬 小 倉 南

２ 山　口・植　山 青 豊

３ 秋　光・中　野 青 豊

４ 奥　村・田　村 小 倉 南

順位 選　手　名 学　校　名

１ 安　永・河　越 嘉 穂

２ 藤　 上・ 横　 山 嘉 穂

３ 田　中・髙　橋 鞍 手

４ 田　尻・松　岡 嘉 穂 東

順位 学　　　校　　　名

１ 青 豊 高 等 学 校

２ 北 九 州 高 等 学 校

３ 小 倉 南 高 等 学 校

４ 嘉 穂 高 等 学 校

順位 選　手　名 学　校　名

１ 森　永・吉　崎 青 豊

２ 池　部・森　永 青 豊

３ 　原　・久　保 青 豊

４ 柴　崎・美　馬 小 倉 南

順位 学　　　校　　　名

１ 真 颯 館 高 等 学 校

２ 青 豊 高 等 学 校

３ 稲 築 志 耕 館 高 等 学 校

４ 鞍 手 高 等 学 校

大会名　令和６年度福岡県高等学校新人ソフトテニス競技大会
　　　　北部ブロック予選

《団体の部》
　《男子》

　《女子》

《個人の部》
　《男子》

《女子》

ソフトテニス・北部・筑豊

《団体の部》
　《男子》

　《女子》

《個人の部》
　《男子》

《女子》

大会名　令和６年度福岡県高等学校総合体育大会
　　　　ソフトテニス競技大会　北部ブロック予選
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順位 学　　　校　　　名

１ 東 福 岡 高 等 学 校

２ 筑 紫 台 高 等 学 校

３ 城 南 高 等 学 校

４ 福岡工業大学附属城東高等学校

順位 選　手　名 学　校　名

１ 大　薮・　林　 城 南

２ 山　口・山　口 城 南

３ 髙　田・永　石 福工大附城東

４ 中　岡・前　島 東 福 岡

順位 学　　　校　　　名

１ 中 村 学 園 女 子 高 等 学 校

２ 福 岡 女 子 高 等 学 校

３ 博 多 女 子 高 等 学 校

４ 福 翔 高 等 学 校

順位 選　手　名 学　校　名

１ 長谷部・長　島 中 村 学 園 女

２ 奥　野・　星　 博 多 女

３ 　林　・　南　 中 村 学 園 女

４ 末　松・中　村 福 翔

順位 学　　　校　　　名

１ 東 福 岡 高 等 学 校

２ 筑 紫 台 高 等 学 校

３ 城 南 高 等 学 校

４ 福岡工業大学附属城東高等学校

順位 選　手　名 学　校　名

１ 伊　藤・帆　足 東 福 岡

２ 佐　藤・入　口 東 福 岡

３ 中　山・　谷　 筑 紫 台

４ 江　頭・上　村 城 南

順位 学　　　校　　　名

１ 中 村 学 園 女 子 高 等 学 校

２ 福 岡 女 子 高 等 学 校

３ 城 南 高 等 学 校

４ 福 岡 西 陵 高 等 学 校

順位 選　手　名 学　校　名

１ 岩　隈・安　保 中 村 学 園 女

２ 吉　宗・大小原 中 村 学 園 女

３ 水　野・佐　伯 中 村 学 園 女

４ 田　代・古　野 中 村 学 園 女

大会名　令和６年度福岡県高等学校新人ソフトテニス競技大会
　　　　中部ブロック予選

《団体の部》
　《男子》

　《女子》

《個人の部》
　《男子》

《女子》

ソフトテニス・中　部

《団体の部》
　《男子》

　《女子》

《個人の部》
　《男子》

《女子》

大会名　令和６年度福岡県高等学校総合体育大会
　　　　ソフトテニス競技大会　中部ブロック予選
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順位 学　　　校　　　名

１ 大 牟 田 高 等 学 校

２ 八 女 工 業 高 等 学 校

３ 朝 倉 高 等 学 校

４ 朝 倉 東 高 等 学 校

順位 選　手　名 学　校　名

１ 武　藤・吉田侑 大 牟 田

２ 野　田・清　永 大 牟 田

３ 荻　島・吉田健 大 牟 田

４ 甲　斐・池　田 大 牟 田

順位 学　　　校　　　名

１ 誠 修 高 等 学 校

２ 久 留 米 商 業 高 等 学 校

３ 大 牟 田 高 等 学 校

４ 伝 習 館 高 等 学 校

順位 学　　　校　　　名

１ 大 牟 田 高 等 学 校

２ 八 女 工 業 高 等 学 校

３ 朝 倉 高 等 学 校

４ 伝 習 館 高 等 学 校

順位 選　手　名 学　校　名

１ 甲　斐・池　田 大 牟 田

２ 前　田・三　浦 大 牟 田

３ 久保田・西　村 有 明 高 専

４ 菊　次・牟　田 大 牟 田

順位 学　　　校　　　名

１ 誠 修 高 等 学 校

２ 伝 習 館 高 等 学 校

３ 久 留 米 商 業 高 等 学 校

４ 朝 倉 高 等 学 校

順位 選　手　名 学　校　名

１ 栗　原・福　永 誠 修

２ 　原　・古　賀 誠 修

３ 　泉　・髙　村 誠 修

４ 吉　 開・ 石 田 誠 修

ソフトテニス・南　部

《団体の部》
　《男子》

　《女子》

《個人の部》
　《男子》

《女子》

大会名　令和６年度福岡県高等学校総合体育大会
　　　　ソフトテニス競技大会　南部ブロック予選

《団体の部》
　《男子》

　《女子》

《個人の部》
　《男子》

《女子》

大会名　令和６年度福岡県高等学校新人ソフトテニス競技大会
　　　　南部ブロック予選

順位 選　手　名 学　校　名

１ 渡　邊・児　玉 誠 修

２ 白　木・松　山 誠 修

３ 岩　下・中　島 誠 修

４ 　原　・杉　山 誠 修
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九州総体　個人準優勝　武藤・吉田ペア（大牟田高校）

九州新人　団体３位　中村学園女子高校

九州新人　団体戦４位　城南高校
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